
 

 
1/1 

 
 
 
 

議 事 概 要 

会議名 第 2 回鳥羽駅周辺エリア再生ビジョン策定委員会        

日時／場所 2025 年 3 月 28 日(月) 13:30～15:30 ／ 鳥羽市役所西庁舎３階 中会議室（WEB併用） 

出席者 
（敬称略） 
 
■出席（対面） 

◆出席（web） 

*代理者出席 

策定委員   ■浅野聡   □梅川智也 ■江崎修央    ■小田徳彦 
 ■原田佳代子 □濱口利貴 ■吉田一喜    ■斎藤陽二 
 ■𠮷川勝也  ■若井嘉人 ■柴原昇     ■山本寛 

 ■藤原寛仁  ■豊田智隆 ■伊藤光明    ■立花充   ■谷口優太 
鳥羽市（TB） ■齋藤猛   ■中村菊也 ■村田直     ■木下大輔 
UR ﾘﾝｹｰｼﾞ(URL)  ■三宅博文  ■多賀真柄 ■坂井綾子 
UR 都市機構(UR)  ■安藤寛 
REVIC(R) ■朝原宏樹 
日建設計(NS)   ■犬塚紀和  ■藤田真穂 ◆三宅エリザベス ◆増橋佳菜 

 

 
概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■要望・提案 

 再生ビジョン策定の検討経緯について 

 過去に商工会議所主導のホテル建設の構想が大反対を受けた経緯があることは確認されたい。 

 駅前のために一番街が検討してきた過去経緯をヒアリングする機会を設けてほしい。 

 様々ある事業内容を実施していくにあたり、優先度を今後議論するべきである。 

 引き続き風通しの良い意見交換の場を維持していただきたい。 

 近年検討が進む他民間・行政のビジョンとの連携も重要である。 

将来像及びまちづくり目標について 

＜まちづくり目標＞ 

 住民視点が弱い。 

 居住場所不足や居住人口減少については今後も議論されたい。 

 港の利活用の視点も入れてほしい。 

 5 つの目標については今後定量的な目標を設定するべきである。 

 5 つの目標の下の項目は短期目標・中期目標・長期目標をとして整理し、適宜見直せる体制としていただきたい。 

 

■質問 

 PorTOBA は今後公開されるワードか。 

⇒市：今後公表する予定である。 

 R6 年度から R7 年度にかけて様々な計画策定が進められているが庁内連携は十分にされているのか。 

⇒市：ビジョンと同時並行で検討する関連計画等の一部は企画財政課が担当する。担当する計画以外も十分な庁内

連携をはかる。 

 ビジョン実現に向けた行政の予算確保は出来ているのか。 

⇒市：官民連携事業による実現を想定している。立地適正化計画により、基盤整備に向けた補助金の確保も可能と

なると考えている。 

 2040 年を目標年次とする意図は何か。 

⇒NS：2050 年の未来を見据えつつも、式年遷宮のある 2033年を超えて、今議論しても実現が想像しやすい時期とし

て、鳥羽市の人口が 1 万人を下回ると予想されている 2040年を目標年として設定した。 


